
公益社団法人天童青年会議所 ２０１７年度 事業計画書 
 
将棋のまち創造委員会 

委 員 長：佐野 峻也  委 員：仲野 大輔 
副委員長：武田 康正  委 員：奥山 浩明 
幹  事：塩入 孔志  委 員：今野 未菜 
委  員：門脇 皓嗣 

 
＜事業名＞ 
１．第３８回全国中学生選抜将棋選手権大会（第１９回女子の部）の実施・県、地区予選 

会への協力 
２．全国中学生選抜将棋選手権大会の更なる発展を目指した運営の模索 
３．市民の将棋に対する愛着を深める事業の実施 
４．将棋関連事業全般への協力 
５．天童桜まつりへの協力 
６．全員で取り組む会員拡大の実施 
７．誰もが住みよい天童の実現に向けた取り組み 
８．出向者への支援並びに各種大会への積極的な参加 
 
＜基本方針＞ 
将棋は天童を代表する「たから」としてまちづくりには欠かせない地域資源であり、我々

も将棋を通した様々なまちづくり事業に情熱を注いで参りました。市民に天童青年会議所

の活動がさらに浸透し、市民が自ら誇るべき将棋の魅力を再認識し、愛着を持つ運動を展

開していくことが必要です。 

まずは、「青少年の健全育成」「将棋人口の拡大」「地場産業の発展」の理念のもと、継続

してきた全国中学生選抜将棋選手権大会の伝統を踏襲し市民から一層認知してもらえる大

会にするため、情報発信の方法を発展させ、さらに広く市民にも知れ渡る大会にします。

そして、市民や次代を担う子供たちに天童の「たから」である将棋に対する親近感を持っ

てもらうために、将棋に理解を深めることができる事業を実施します。さらに、将棋を通

したまちづくりを円滑に進めるため、関連諸団体と連携を強くしながら、天童桜まつりを

含めた将棋関連事業に積極的に協力します。 

一人でも多くの市民が将棋の魅力を誇りとして理解し愛着を深め、ふるさとの「たから」

が輝く将棋のまち天童を創造します。 

 
＜事業概要＞ 
１. 第３８回全国中学生選抜将棋選手権大会（第１９回女子の部）の開催（例会） 

県、地区予選会への協力 

将棋のまち創造委員会

委 員 長：佐野　峻也　　委　員：仲野　大輔

副委員長：武田　康正　　委　員：奥山　浩明

幹　　事：塩入　孔志　　委　員：今野　未菜

委　員：門脇　皓嗣
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日 時：２０１７年８月２・３・４日（水・木・金） 
場 所：ほほえみの宿 滝の湯 

   
１－１ 選手同士の交流事業の企画・運営・実施 
日 時：２０１７年８月３日（木） 
場 所：ほほえみの宿 滝の湯 
対象者：大会出場選手 
内 容：『リレー将棋』（予定） 

 
１－２ 上記大会の県、地区予選への協力 

  ・第３８回全国中学生選抜将棋選手権大会 天童地区予選 
  ・第３８回全国中学生選抜将棋選手権大会 山形県予選 
 
２. 全国中学生選抜将棋選手権大会の更なる発展を目指した運営の模索 
２－１運営方法の継続・実施 

  ・礼を重んじる大会 
  ・将棋の製作実演・販売及び駒製作工程のパネル展示（駒組合への協力依頼） 
  ・天童市内の中学生からの運営面での協力をいただく 
  ・大会歴史垂れ幕の展示 
 
２－２発展を目指した運営の模索 

・実行予算の精査 
・協賛金収集の精査 
・大会情報の迅速な発信 
・大会にまつわる動画の作成、配信、上映 
・大会を通した市民参加の促進 

 
２－３大会歴史垂れ幕の展示 

  日 時：２０１７年４月～８月 
  場 所：舞鶴山、ＪＲ天童駅、道の駅天童温泉、 

天童市役所、ほほえみの宿滝の湯 
  対象者：一般市民、大会出場選手、選手関係者 
  内 容：大会の歴史を記した垂れ幕を市内各所に展示し、市民が大会に関心・興味を 

持ち、天童市全体で全国中学生選抜将棋選手権大会への機運を高めます。 
 

２－４委員会事業 
  日 時：２０１７年７月 

  場 所：天童市農業センター 
  対象者：メンバー 
  内 容：『大会の歴史や理念、礼節を学ぶセミナー（仮）』 
      メンバーが全国中学生選抜将棋選手権大会の起源や歴史を学べる機会を作り、 

脈々と受け継がれてきた伝統と権威を改めて刻み、８月の大会への意識高揚 
に繋げます。 

 
３. 市民の将棋に対する愛着を深める事業の実施 
  
３－１「将棋に親しむコーナー」 
日 時：２０１７年４月２３日（日） 
場 所：舞鶴山山頂 
対象者：一般市民 
内 容：「もっと気軽に将棋に楽しむコーナー（仮）」の実施 

気軽に将棋に触れる機会を提供し、将棋を指せない人にも楽しんでもらえる

事業を行います。本将棋に繋がる第一歩として、子供達に親しみやすい立体

どうぶつ将棋を実施します。 
・将棋、将棋くずし、将棋タワー、どうぶつ将棋 
・立体どうぶつ将棋 
・五・五将棋のミニゲーム 

 
３－２「天童紅葉まつり」（仮称）（例会）（郷土愛創造委員会と協働） 
日 時：２０１７年１０月１５日（日）（予定） 
場 所：わくわくランド 
対象者：小学生（天童市内在住） 
内 容：「こども人間将棋大会（仮称）」の実施 

桜まつりでしか見ることができない人間将棋を次代を担う子供達が体験を通し

将棋への愛着を深め、天童の「たから」を育む心を醸成します。郷土の誇るべ

き将棋文化に触れてもらいながら、将棋へ興味を持つきっかけとして将棋の疑

似体験の場を設け、将棋の持つ魅力や楽しさを身を持って感じてもらえる事業

を実施します。 
 
４．将棋関連事業全般への協力 
  将棋の女王コンテスト運営の協力 
  天童市民将棋大会・大山杯争奪将棋大会等 
 
５．天童桜まつりへの協力 

日 時：２０１７年８月２・３・４日（水・木・金） 
場 所：ほほえみの宿 滝の湯 

   
１－１ 選手同士の交流事業の企画・運営・実施 
日 時：２０１７年８月３日（木） 
場 所：ほほえみの宿 滝の湯 
対象者：大会出場選手 
内 容：『リレー将棋』（予定） 

 
１－２ 上記大会の県、地区予選への協力 

  ・第３８回全国中学生選抜将棋選手権大会 天童地区予選 
  ・第３８回全国中学生選抜将棋選手権大会 山形県予選 
 
２. 全国中学生選抜将棋選手権大会の更なる発展を目指した運営の模索 
２－１運営方法の継続・実施 

  ・礼を重んじる大会 
  ・将棋の製作実演・販売及び駒製作工程のパネル展示（駒組合への協力依頼） 
  ・天童市内の中学生からの運営面での協力をいただく 
  ・大会歴史垂れ幕の展示 
 
２－２発展を目指した運営の模索 

・実行予算の精査 
・協賛金収集の精査 
・大会情報の迅速な発信 
・大会にまつわる動画の作成、配信、上映 
・大会を通した市民参加の促進 

 
２－３大会歴史垂れ幕の展示 

  日 時：２０１７年４月～８月 
  場 所：舞鶴山、ＪＲ天童駅、道の駅天童温泉、 

天童市役所、ほほえみの宿滝の湯 
  対象者：一般市民、大会出場選手、選手関係者 
  内 容：大会の歴史を記した垂れ幕を市内各所に展示し、市民が大会に関心・興味を 

持ち、天童市全体で全国中学生選抜将棋選手権大会への機運を高めます。 
 

２－４委員会事業 
  日 時：２０１７年７月 
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  場 所：天童市農業センター 
  対象者：メンバー 
  内 容：『大会の歴史や理念、礼節を学ぶセミナー（仮）』 
      メンバーが全国中学生選抜将棋選手権大会の起源や歴史を学べる機会を作り、 

脈々と受け継がれてきた伝統と権威を改めて刻み、８月の大会への意識高揚 
に繋げます。 

 
３. 市民の将棋に対する愛着を深める事業の実施 
  
３－１「将棋に親しむコーナー」 
日 時：２０１７年４月２３日（日） 
場 所：舞鶴山山頂 
対象者：一般市民 
内 容：「もっと気軽に将棋に楽しむコーナー（仮）」の実施 

気軽に将棋に触れる機会を提供し、将棋を指せない人にも楽しんでもらえる

事業を行います。本将棋に繋がる第一歩として、子供達に親しみやすい立体

どうぶつ将棋を実施します。 
・将棋、将棋くずし、将棋タワー、どうぶつ将棋 
・立体どうぶつ将棋 
・五・五将棋のミニゲーム 

 
３－２「天童紅葉まつり」（仮称）（例会）（郷土愛創造委員会と協働） 
日 時：２０１７年１０月１５日（日）（予定） 
場 所：わくわくランド 
対象者：小学生（天童市内在住） 
内 容：「こども人間将棋大会（仮称）」の実施 

桜まつりでしか見ることができない人間将棋を次代を担う子供達が体験を通し

将棋への愛着を深め、天童の「たから」を育む心を醸成します。郷土の誇るべ

き将棋文化に触れてもらいながら、将棋へ興味を持つきっかけとして将棋の疑

似体験の場を設け、将棋の持つ魅力や楽しさを身を持って感じてもらえる事業

を実施します。 
 
４．将棋関連事業全般への協力 
  将棋の女王コンテスト運営の協力 
  天童市民将棋大会・大山杯争奪将棋大会等 
 
５．天童桜まつりへの協力 

五５将棋のミニゲーム
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  日 時：２０１７年４月２２日（土）・２３日（日） 
  場 所：舞鶴山山頂 
 
６．全員で取り組む会員拡大の実施 
７．誰もが住みよい天童の実現に向けた取り組み 
８．出向者への支援並びに各種大会への積極的な参加 
 
＜年間スケジュール＞ ※別紙データに記入 
 
＜予 算＞ 
￥７，９０６，８００−  
 
＜年間テーマ＞ 
子供に夢を、将棋に愛を。 
 
＜貴田副理事長コメント＞ 
天童のたからである将棋を地元により誇れる文化の１つとして、進歩できるような事業

を展開してまいります。また、綿々と受け継がれてきた全国中学生選抜将棋選手権大会の

開催が、市民から認知・理解・参加してもらえるように将棋のまち創造委員会一丸となり

臨みます。 
 
＜佐野委員長コメント＞ 
将棋関連映画の放映など、将棋への注目度が増す２０１７年。天童の「たから」である

将棋の魅力を私自身が一番の理解者だという自負を持って、将棋の持つさまざまな可能性

を信じ、事業を展開してまいります。委員会メンバーはもちろん、一人でも多くの人を巻

き込んで、一人でも多くの人から将棋を通して笑顔になってもらうため、一年間を駆け抜

けます。 
 
＜武田副委員長コメント＞ 

歴史ある全国中学校選抜将棋大会が市民から認知され、理解されるような運営を行って

いきます。また、市民が将棋を誇りに感じられるよう、いろんな視点から将棋の魅力を伝

えられる事業を企画していきます。一年間、皆様のお力添えをよろしくお願いします。 

  日 時：２０１７年４月２２日（土）・２３日（日） 
  場 所：舞鶴山山頂 
 
６．全員で取り組む会員拡大の実施 
７．誰もが住みよい天童の実現に向けた取り組み 
８．出向者への支援並びに各種大会への積極的な参加 
 
＜年間スケジュール＞ ※別紙データに記入 
 
＜予 算＞ 
￥７，９０６，８００−  
 
＜年間テーマ＞ 
子供に夢を、将棋に愛を。 
 
＜貴田副理事長コメント＞ 
天童のたからである将棋を地元により誇れる文化の１つとして、進歩できるような事業

を展開してまいります。また、綿々と受け継がれてきた全国中学生選抜将棋選手権大会の

開催が、市民から認知・理解・参加してもらえるように将棋のまち創造委員会一丸となり

臨みます。 
 
＜佐野委員長コメント＞ 
将棋関連映画の放映など、将棋への注目度が増す２０１７年。天童の「たから」である

将棋の魅力を私自身が一番の理解者だという自負を持って、将棋の持つさまざまな可能性

を信じ、事業を展開してまいります。委員会メンバーはもちろん、一人でも多くの人を巻

き込んで、一人でも多くの人から将棋を通して笑顔になってもらうため、一年間を駆け抜

けます。 
 
＜武田副委員長コメント＞ 

歴史ある全国中学校選抜将棋大会が市民から認知され、理解されるような運営を行って

いきます。また、市民が将棋を誇りに感じられるよう、いろんな視点から将棋の魅力を伝

えられる事業を企画していきます。一年間、皆様のお力添えをよろしくお願いします。 

年間事業フレーム

公益社団法人天童青年会議所

将棋のまち創造委員会

委員長　佐野　峻也

　

10

運動・事業名

第３８回全国中学生選抜将棋選手権大会
(１９回女子の部)開催

常任 理事会
常任

・

理事会
常任 理事会 常任 理事会 常任 理事会 常任 理事会 常任 理事会 常任 理事会 引継ぎ

　①宮家・将棋連盟・各種行政 参邸
(挨拶)

参邸

(打合せ)

参邸
(御礼)

　②地区・県大会予選会

　③協賛金

全国中学生選抜将棋選手権大会の
更なる発展を目指した運営の模索
(委員会事業)

常任 理事会 常任 理事会 実施 検証 常任 理事会

市民の将棋に対する愛着を深める事業の実施
４月第一例会

常任 理事会 常任 理事会 実施 検証 常任 理事会

市民の将棋に対する愛着を深める事業の実施
１０月第一例会

常任 理事会 常任 理事会 常任 理事会 実施 常任 理事会

将棋関連事業への協力

例会準備

引継ぎ 検証

検証

実施

御礼状発送

依頼書・
要綱送付 各種打合せ、調整

地区
・県予選大会への協力

12月1月 2月 3月 4月 11月5月12月11月 10月6月 7月 8月 9月

市民将棋大会へ
の協力

８
月
第
一
例
会

協賛金依頼書の作成
および収集のお願い 協賛金の収集

天童桜まつり実行委員会への参画、調整
天童桜まつりへの

協力

４
月
第
一
例
会

委
員
事
業
開
催

選手名簿作成

月
第
一
例
会
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  日 時：２０１７年４月２２日（土）・２３日（日） 
  場 所：舞鶴山山頂 
 
６．全員で取り組む会員拡大の実施 
７．誰もが住みよい天童の実現に向けた取り組み 
８．出向者への支援並びに各種大会への積極的な参加 
 
＜年間スケジュール＞ ※別紙データに記入 
 
＜予 算＞ 
￥７，９０６，８００−  
 
＜年間テーマ＞ 
子供に夢を、将棋に愛を。 
 
＜貴田副理事長コメント＞ 

天童のたからである将棋を地元により誇れる文化の１つとして、進歩できるような事業

を展開してまいります。また、綿々と受け継がれてきた全国中学生選抜将棋選手権大会の

開催が、市民から認知・理解・参加してもらえるように将棋のまち創造委員会一丸となり

臨みます。 
 
＜佐野委員長コメント＞ 

将棋関連映画の放映など、将棋への注目度が増す２０１７年。天童の「たから」である

将棋の魅力を私自身が一番の理解者だという自負を持って、将棋の持つさまざまな可能性

を信じ、事業を展開してまいります。委員会メンバーはもちろん、一人でも多くの人を巻

き込んで、一人でも多くの人から将棋を通して笑顔になってもらうため、一年間を駆け抜

けます。 
 
＜武田副委員長コメント＞ 

歴史ある全国中学校選抜将棋大会が市民から認知され、理解されるような運営を行って

いきます。また、市民が将棋を誇りに感じられるよう、いろんな視点から将棋の魅力を伝

えられる事業を企画していきます。一年間、皆様のお力添えをよろしくお願いします。 
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公益社団法人天童青年会議所 ２０１７年度 事業計画書 
 
郷土愛創造委員会 

委 員 長：川股 隆宏 委員：後藤 重光 
副委員長：伊藤 光 委員：増子 陽子 
幹  事：森谷 恵一 委員：齋藤 直 

委員：菅原 貴雄 
 
＜事業名＞ 
１. 市民とともに取り組むまちづくり事業の実施 
２. 広域まちづくり協議会４ＬＯＭ合同例会の実施 
３. ふるさとＯＭＯＩＹＡＲＩプロジェクト事業の実施 
４. まちづくり事業に関わる諸団体との連絡調整及び協力 
５. 全員で取り組む会員拡大の実施 
６. 誰もが住みよい天童の実現に向けた取り組み 
７. 出向者への支援並びに各種大会への積極的な参加 
 
＜基本方針＞ 
我々はこれまで、天童の地域資源を活用した様々な運動に尽力して参りましたが、市民

と協力しながら天童のたからに一層親しみ、郷土を愛する市民が増えることが今後の発展

には重要です。各種諸団体や市民と一体となってまちの魅力を共有し、当事者意識を育む

よう運動を展開する必要があります。 
 まずは、より多くの市民が活発にまちづくりへ参画する意識を醸成するため、天童の持

つ魅力を前面に押し出し、市民とともにまちのたからにさらなる磨きをかける事業を開催

します。そして、ＬＯＭの枠を超え切磋琢磨し合い、交流をより深める機会を得るため、

４ＬＯＭ合同例会を主管ＬＯＭとして行います。さらに、互いを慮る心とまちを大切にす

る気持ちを育むために、ふるさとＯＭＯＩＹＡＲＩプロジェクト事業を実施します。また、

天童のさらなる発展のため、多方面のまちづくりに関わる諸団体と連携し、効果的にまち

づくり運動を展開できるようにより良い関係性を構築します。 
 地域のリーダーとなるべく気概を持ち多角的な視点から地域の発展に取り組む我々と、

他者への思いやりの心を持ちまちづくりへ積極的に参画する市民が協働し、人々が多く行

き交い活気と魅力に溢れる天童を創造します。 
 
＜事業概要＞ 
１. 市民とともに取り組むまちづくり事業の実施（例会）（将棋のまち創造委員会と協働） 

「天童紅葉
も み じ

まつり」（仮称） 
日 時：２０１７年１０月１５日（日） 

将棋のまち創造委員会　事業収支予算書内訳表
２０１７年１月１日から２０１７年１２月３１日まで

事業名 ①桜まつり
（４月例会）

②７月
委員会事業

③第３８回全国中学生�
選抜将棋選手権大会 ④１０月例会

事業区分 公２ 他２ 公１ 公２
⑴　収入の部 合　計 摘　　要
１　事 業 繰 入 金 ５０，０００ ６，８００ ３００，０００ １３０，０００ ４８６，８００ 一般会計の事業費からの繰入金
２　登 録 料 収 益 １，８００，０００ １，８００，０００ ③参加選手　１００名×１８，０００円
３　販 売 収 益 ０
４　雑収益（事業収益） ０
５　受 取 補 助 金 等 ０

国 庫 補 助 金 ０
地方公共団体補助金 ０ ③天童市、商工会議所、温泉協同組合
民 間 補 助 金 ０
国 庫 助 成 金 ０
地方公共団体助成金 １００，０００ ２，２５０，０００ ２，３５０，０００ ①観光物産協会②天童市、商工会議所、温泉協同組合
民 間 助 成 金 ０

小　　計 １５０，０００ ６，８００ ４，３５０，０００ ０ ４，５０６，８００
６　受 取 寄 付 金 ０

協 賛 金 収 益 ３，２７０，０００ ３，２７０，０００ ③企業協賛金
募 金 収 益 ０

小　　計 ０ ０ ３，２７０，０００ ０ ３，２７０，０００
収入合計� １５０，０００ ６，８００ ７，６２０，０００ １３０，０００ ７，９０６，８００

⑵　支出の部 ①桜まつり
（４月例会）

②７月
委員会事業

③第３８回全国中学生�
選抜将棋選手権大会 ④１０月例会 合　計 摘　　要

１　旅 費 交 通 費 ０

交 通 費 ３，１９８，０００ ３，１９８，０００
③参加選手２，８００，０００円、前年度優勝者２名分８０，０００円、
県予選会２０，０００円、ハイヤー１０８，０００円、参邸１８０，０００円、
随行車ガソリン代１０，０００円

宿 泊 費 １，７７５，５８０ １，７７５，５８０ ③参加選手１，７５８，０００円、前年度優勝者２名分１７，５８０円
旅 費 ０

小　　計 ０ ０ ４，９７３，５８０ ０ ４，９７３，５８０
２　通 信 発 送 費 ６０，０００ ６０，０００ ③郵便代等、電話代、電報代
３　消 耗 品 費 ０

資 料 作 成 費 １，０００ １０，０００ １，０００ １２，０００ ②コピー代等③コピー代、封筒代等
消 耗 品 費 ２０，０００ ５，０００ ２５，０００ ③④備品代、文房具代等

小　　計 ０ １，０００ ３０，０００ ６，０００ ３７，０００
４　賃 借 料 ０

会 場 設 営 費 ８００ ５０，０００ ５０，８００ ③農業センター
レ ン タ ル 料 ０
運 送 費 ３０，０００ ３０，０００ ③楽器運搬代
人 件 費 ０

小　　計 ０ ８００ ３０，０００ ５０，０００ ８０，８００
５　保 険 料 ０
６　諸 謝 金 ０

諸 謝 金 ５，０００ １，０００，０００ １，００５，０００ ②講師謝礼③将棋連盟棋士派遣料
交 通 費 ０
宿 泊 代 ０
記 念 品 代 ０
人 件 費 ０

小　　計 ０ ５，０００ １，０００，０００ ０ １，００５，０００
７　委 託 費 ０

企 画・ 演 出 費 １００，０００ １４０，０００ ７４，０００ ３１４，０００
①看板・各種ゲーム・立体どうぶつ将棋資材代③大会
看板６０，０００円、大会の歴史垂れ幕代８，０００円、天童駅及
び山形空港の歓迎看板７２，０００円⑤ダンボール駒製作費

人 件 費 ０
旅 費 交 通 費 ３０，０００ ３０，０００ ③中学生送迎代

作 成 費 ３５０，０００ ３５０，０００ ④印刷物一式（協賛金依頼書、領収書、パンフレット、選手名札）
Ｐ Ｒ 費 １６，２００ １６，２００ ③将棋世界新年号広告１６，２００円
外 部 登 録 料 ５０，０００ ５０，０００ 桜まつり負担金

小　　計 １５０，０００ ０ ５３６，２００ ７４，０００ ７６０，２００
８　交 際 費 ０

役 員 渉 外 費 ２３０，０００ ２３０，０００ ③宮家、連盟（土産等）、将棋連盟年会費４０，０００円
記 念 品 代 ０
渉 外 費 ０

小　　計 ０ ０ ２３０，０００ ０ ２３０，０００
９　雑 費 ０

食 事 代 １４０，０００ １４０，０００ ③弁当代（選手、スタッフ）、吹奏楽部ボランティア弁当代２０，０００円
会 合 費 ０

参 加 記 念 品 費 ５９０，０００ ５９０，０００
③名札駒１８０，０００円、トロフィ１０５，０００円、殿下杯レプ
リカ１５５，０００円、賞状１０，０００円、地区・県予選（メダル、
手ぬぐい、賞状）４０，０００円、記念写真１００，０００円

雑 費 ３０，２２０ ３０，２２０ ③振込手数料、新聞代　他
小　　計 ０ ０ ７６０，２２０ ０ ７６０，２２０

１０　予 備 費 ０
支出合計 １５０，０００ ６，８００ ７，６２０，０００ １３０，０００ ７，９０６，８００
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